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1. 衣生 活の向上は，服種，デザイン， 素材等につい

て目ざましい 進歩発展してい るが，職場におけ る女子の

着 用してい るユニホームの現状実態 をとらえ，更 にユニ

ホームの理想 とはどんな条件をそなえるべきか， 将来 の

ユニホームについて 検討して みることにした。

2. 始 め調 査対象 になる会社を訪問 して， ユニホーム

に対 する意見を調 査し，更 に女 子従業 員の作業 現場にお

ける作業 の実態を観察検討の うえ，つぎの要項に より会

社及び従業員に調査を依頼し，こ れを集計した。

1） 調査時期は昭和42年 ７月~9 月。

2） 対象は愛知，岐阜，三重の ３県下にあ る会 社のう

ち，9 社をえらんだ。

3） 会社の種類は,   A, 衣料関係，B, 衣料加工, c

食品関係，D, 機械製作の ４種類である。

4） 調査内容は，会社・個人と もに，基礎調査，職場

環境，現在着用のユ ニホームについて，将来のユ ニホー

ムに望むこ と。

3.    1）調査した女 子従業員は現場，事務方面と もに，

20代～10代と多 く30歳以上の年齢層は少な く,  90% が未

婚者であ った。

2) 現在着用しているユニ ホームに対して，会社側で

は能率向上は勿論のこと， 経営上従業員確保のため考慮

してい る点が多く，また個人的 には個性流行を考え，更

に機能的 方面からの意見を もって着用し て い る 人 が 多

く，産業推進に結びついて，この方面の研究を すすめた

いと考えてい る。


